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DL-8280の 臨床 的検 討
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新 し く開 発 され たoxazine系 の合 成 抗 菌 剤 で あ るDL-8280に つ いて,臨 床 的 検 酎 を 行 っ た。

入院 症 例11例,外 来 症 例1例,計12例 に つ い て 検 討 した 。 疾 患 別 で は 尿 路 感 染症11例(膀 胱 炎6

例,腎 孟 腎 炎5例),慢 性 気 管 支 炎1倒 で あ った 。 原 因 菌 は尿 路 感 染症 ではE. coli 2例,S. marcescens

2例,S. faemlis 2例,P. aemginosa 1例,P. mirabilis 1例,P. morganii 1例,S. epidermidis 1例,

菌 不 明1例 で,慢 性 気 管 支 炎 例 はH. influenzaeで あ った。 投 与法 は1日2回 な い し3回 の 経 口投 与

で,1日 量200～600mg, 3～15日 間 使 用 した。

臨 床 成績 は 尿 路感 染 症 では,著 効3例,有 効4例,や や 有 効2例,無 効2例 で あ り,慢 性 気 管 支 炎例

は有 効 で あ った 。

副 作 用 は認 めず,本 剤 投 与 前 後 に お け る臨 床 検 査 値 の変 動 は 本 剤 に よ る と思 われ る も のは 認 め な か っ

た。

1. は じ め に

DL-8280は 新 しく開発され たoxazine系 の合成抗菌剤 で あ

る。従来の 同系列薬剤に比べ,グ ラム陰性菌のみ な らず グラム

陽性菌に対 して も優れた抗菌力 を示す ことが知 られ ている。 本

剤の臨床的検討を行 ったの で報告す る。

II. 対 象 ・投 与 法

対 象患 者 は入 院11例,外 来1例,性 別 は 男 性2名,

女性10名 で あ った 。 年 齢 は17～90歳 で あ る。 疾 患 別 で

は尿 路感 染 症11例(急 性 膀 胱 炎1例,慢 性 膀 胱 炎5例,

急性 腎孟 腎 炎2例,慢 性 腎 孟 腎 炎3例),慢 性 気 管 支 炎

1例 で あ った。

原 因菌 は 尿路 感 染 症 ではE. coli 2例,Serratia 2例,S.

faecalis 2例,P. aeruginosa 1例,P. mirailis 1例,P.

morganii 1例,S. epidemidis 1例 で,慢 性 気管 支 炎例

はH. influenzaeで あ っ た。

投 与 法 は1回100～200mgを1日2回 な い し3回 経

口投与 し,投 与 日数 は3～15目,総 投 与 量 は1.2～9g

で あ った。

III. 臨 床 成 績

症 例 の概 要 はTable 1に 示 す ご と くで あ り効 果 判 定 は

臨床症 状,臨 床 検査 成 績 の改 善 の有 無,お よび 細 菌 学 的

成 績 を勘 案 し,著 効(升),有 効(+),や や有 効(±),

無 効(-)と 判 定 した 。

症例1は 急性 膀 胱 炎 の症 例 で,尿 混 濁 を 主 訴 と して 来

院 した。 尿培 養 にてE. coli 105/mlを 検 出 した 。本 剤

200mgを1日3回 投与で5日 間使用 し,膿 尿,細 菌尿

の消失をみた。著効と判定した。

症例2は 基礎疾患 としてParkinson病 をもつ慢性膀胱

炎の症例で,膿 尿を認め,尿 培養にてS. faecalis 107/ml

を検 出した。本剤200mgを1日3回 投与し,膿 尿,細

菌尿の消失を認め著効 と判定 した。

症例3は 基礎疾患として糖尿病,肝 硬変があ り,神 経

性膀胱のため膀胱炎の再発をくり返 している症例であっ

た。尿培養にてE. coli 107/mlを 検出し,本 剤200mg

を1日3回 投与し,膿 尿の改善および細菌尿の消失を認

め有効 と判定した。

症例4は 糖尿病を基礎疾患にもつ慢性膀胱 炎の 症 例

で,自 他覚症状はなかったが尿所 見で 白血球多数を認

め,尿 培養にてS. epidermidis 105/mlを 検 出 した。本

剤200mgを1日3回 投与 し膿尿,細 菌尿の消失を認め

た。臨床症状がはっきりしなかったため著効とはせず有

効 と判定した。

症例5は 慢性膀胱炎の症例で,基 礎疾患 としてPar-

kinson病 を認めた。微熱,膿 尿を認め,尿 培養にてP.

mirabilis 105/mlを 検 出した。本剤200mgを1日2回

投与し細菌尿の消失,膿 尿の改善を認め有効 と判 定 し

た。

症例6は 基礎疾患として横断性脊髄炎があり,膀 胱カ

テーテル留置の慢性膀胱炎である。微熱,膿 尿を認めた

が尿培養では菌は検出されなかった。本剤の使用に拘ら
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Table 1 Clinical results of DL-8280

N.D.: Notdetected

ず,膿 尿は持続 したので無効 とした。

症例7は 急性腎孟腎炎の症例で,発 熱を主訴 として来

院し,膿 尿,白 血球増多,CRPの 上昇を認めた。尿培養

にてS. marcescens 105/mlを 検出した。本剤200mgを

1日2回 投与し,3日 目に下熱 し,膿尿,細 菌尿の消失,

自血球数の減少およびCRPの 改善を認めた。著効と判

定した。

症例8は 発熱,悪 寒を主訴 とした急性腎孟腎炎の症例

で,膿 尿,白 血球増多,CRPの 上昇を認めた。尿培養に

てS. faecalis 105/m1を 検出した。本剤100mgを1日2

回投与したが発熱,膿 尿は持続 し,5日 後の尿 培 養 で

Klebsiellaへ の菌交代を認めた。効果判定は無効とした。

症例9は 基礎疾患として脳梗塞があり,膀 胱カテーテ

ル留置の慢性腎孟腎炎である。微熱,CRP(++),膿 尿を

認め,尿 培養にてS. mrcescens 107/mlを 検出した。

本剤200mgを1日3回 投与しCRP陰 性化,膿 尿の改善,

細 菌尿の消失を認め,有 効と判定した。

症例10お よび症例11は 慢性腎孟腎炎の症例である。

症例10で は尿培養にてP. ueruginosa 105/ml,症 例11

ではP. morganii 105/mlを 検出した。本剤200mgを1

日2回 投与し,と もに下熱,細 菌尿の消失はみたが,膿

尿の持続および血沈,CRPの 改善が認められなかったた

め,や や有効 と判定した。

症例12は 咳嗽,喀 痰を主訴とした慢性気管支炎の急

性増悪をきたした症例である。喀痰よりH. influenzu

を検出した。本剤200mgを1日3回 投与し自覚症状,

血沈,CRPの 改善を認めた。効果判定は有効とした。

以上本剤の臨床効果は著効3例,有 効5例,や や有効

2例,無 効2例 であった.

細菌学的効果ではE. coli 2例,P. mimbilisl例,

P. morganii 1例,S. marcescetgs 2例,P. aerugino-

sa 1例,S. eptidermldts 1例,S. faecatts 1例 および

H. influenzae 1例 が 菌消失を示したが,S. faecalisの

1例 はKlebsiellaに 菌 交代 した。

IV. 副作用,臨 床検査成績

副作用は全例とも認めなかつた。本剤投与前および投

与終了時における臨床検査成績をTable 2に 示した。

症例3でGOT 45Uが66U, A1-P 9.7 KAUが

10.3 KAUと 軽度の上昇 を認 めたが,本 症例は基礎疾

患に肝硬変があり,本 剤によるものとは断定し得なかっ
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Table 2 Laboratory data before and after DL-8280 therapy

B: Before therapy

A: After therapy

た。そのほかには本剤によると思われる異常値は認めな

かった。

V. 考 按

DL-8280はbenzoxazine格 を有する新合成経 口抗菌

剤であり,嫌 気性菌を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌

に対して強い抗菌力を有し,と くにグラム陽性菌に対 し

ては,従 来の同系列薬剤と比べ優れた抗菌力を示すこと

が知られている。

第30回 日本化学療法学会西日本支部総会 の新薬シン

ポジウムにおいて全国機関の成績が報告され1),そ の 有

効性が示された。われわれは主として尿路感染症につい

ての検討を行ったが,シ ンポジウムにおいて示された尿

路感染症に対する成績と同様に,グ ラム陰性桿菌を起炎

菌とする症例についても,よ い臨床効果を示 した。投与

量は1回200mg1日3回 投与例での成績がす ぐれてい

たが,投 与量の点についてはさらに検討を必要とする。

呼吸器感染症については1例 のみ で はあ るが,H

influenzaeに 対 して有効であった。全国集計 の成 績 に

おいても同様のことが報告されており,今 後さらに症例

を増加する予定である。

副作用に関しては,全 例において認められず,比 較的

安全性の高い薬剤と思われる。

経口剤としての適応は,比 較的軽症例に投与されてい

るのが現状であるが,本 剤のごとく抗菌スペクトルが広

く2),抗 菌力の強いものでは,適 応を選べば従来の もの

より重症な症例への使用も可能であるかもしれない。
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CLINICAL INVESTIGATION OF DL-8280
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Clinical investigation of DL-8280, a new synthetic antimicrobial agent of oxazine deriva-
tive, was performed.

Eleven inpatients and 1 outpatient entered into this study. Eleven patients were suf-
fered from urinary tract infections (cystitis, 6 patients ; pyelonephritis, 5 patients) and the
remaining 1 patient was suffered from chronic bronchitis.

Causative pathogens isolated from urinary tract infections were E. coli 2 cases, S. ma-
rcescens 2 cases, S. faecalis 2 cases, P. aeruginosa 1 case, P mirabilis 1 case, P. morganii 1
case and S. epidermidis 1 case. H. influenzae was isolated from the patient of chronic bron-
chitis.

DL-8280 was administered orally twice or three times a day. The daily does ranged from
200 to 600 mg and the administration period was 3 to 15 days.

Clinical efficacy on urinary tract infections was " marked " in 3, " effective " in 4, " slight-
ly effective " in 2 and " failure " in 2 and in chronic bronchitis " effective " was observed as a
result.

Neither side effect nor abnormal change in laboratory test value was observed.


